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「地域資源を活用した観光地魅力創造事業」の 

支援地域を選定 ～東北からは３地域～ 
 

 

○観光庁は、平成 27 年度より「地域資源を活用した観光地魅力創造事業」を開始し、地域の観光資源の磨き

上げに意欲ある地域の取組みを支援しています。 

○今年度は「明日の日本を支える観光ビジョン」などの最新の観光動向を踏まえ、特に「文化財」や「国立公

園」などの観光資源を積極的に利活用し、地域の魅力を高める先駆的な取組み提案がなされていた 34 件を

選定いたしました。このうち東北では、「鰺ヶ沢町」「会津若松市」「福島市」の３件が選定されました。  

 

【支援選定地域：東北】 

○鰺ヶ沢町（新規・鰺ヶ沢白神グリーンツーリズム推進協議会） 

テーマ『津軽藩物語』～北前船で栄えた津軽藩の白神街道を訪ねる～ 

・津軽藩の歴史、菅江真澄やまたぎ文化など、世界遺産白神山地に関わる鰺ヶ沢町の魅力情報を発信する。 

○会津若松市（継続・会津若松市国際観光推進協議会） 

  テーマ『サムライ文化と商人文化が息づく魅力ある城下町』～東北の城下町を探訪する～ 

  ・鶴ヶ城を基点に城下町の周遊を促進するため、外国人向け情報発信及び受入環境を整備する。 

○福島市（新規・ふくしま健康レシピ開発協議会） 

  テーマ『阿武隈峡を利用した運動・健康ツーリズム』～クライミングスポーツとウォーキング 

を軸とした観光拠点整備事業～ 

・スポーツや健康レシピを活用した阿武隈峡の運動・健康拠点化を図り、初心者や高齢者でも楽しめる環境を整備する。 

 

【地域資源を活用した観光地魅力創造事業】 

観光庁では、地域の観光資源を世界に通用するレベルまで磨き上げることを目的として、地域の関

係者が総力を結集し、地域づくり施策と観光振興策を一体で実施する取組みを支援しています。 

観光地の魅力を高めるための取組みとして、滞在コンテンツの充実・強化や、地元での消費拡大 

に関する事業等の実施に必要な経費について、総額の２分の１以内の金額を予算の範囲内で負担しま

す。（別紙１） 

 

※詳細は、観光庁ＨＰをご確認ください 

【問い合わせ先】 

東北運輸局 観光部 観光地域振興課  

 《星・鎌田・石山》 

TEL 022-380-1001 FAX 022-791-7538 



地域資源を活用した観光地魅力創造事業

○歴史的景観、美しい自然、海洋資源、豊かな農山漁村、魅力ある食文化等の観光資源を活かした着地型旅行商品と、体制づくり、
受入環境整備、二次交通の充実等の施策を一体的に支援することにより、観光地域づくりを推進。

計画の策定（数値目標、取組体制、事業内容等）

マーケティングの実施

地域の魅力を高める取組の実施

観光関係者による取組

・着地型旅行商品の造成
・地産地消の推進
・街歩き、見所を理解するための
ガイドの育成
・宿泊施設の魅力向上

・観光地周遊バスの実証運行
・美観の維持、トイレ改修
・遊休施設を活用した情報発信、
商品販売機能の強化

①滞在コンテンツの充実・強化 ②地元での消費拡大

④外国人受入環境整備③来訪者の利便性等向上

・着地型旅行商品の
予約システム の構築
・地域の農産品等を
活かした、名産品の開発

・観光案内の多言語表記化
・Wi-Fi環境の整備
・免税店の導入検討

等

協議会：単一市町村、観光協会、交通事業者、地域づくりの取組を実施
する者等により構成
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支援内容

個別事業の実施に必要な経費の総額の２分の１以内の金額を
予算の範囲内で負担する。

二次交通の確保

遊休施設を活用した
情報発信・商品販売施設

近隣駅

無料公衆無線
LANの整備

i

協議会等

対象地名産品の開発

体験型・交流型滞在プログラムの
企画・開発・提供

案内ガイドの育成・研修
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